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本書は、 飯山市大字旭字長峰ほかに所在する針湖池遺跡の確認調査報告書である。
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1 

本調査は、 飯山市(総務部企画課担当 ) が計画したインフォメーションセンター建設に伴う確認調査

であり、 飯山市教育委員会が実施した。

2 

針湖池遺跡は、 針尾池遺跡として周知の埋蔵文化財包蔵地として登録されているが針尾池はその後針

湖池と名称が変わったため、 混乱を避けるために今後針湖池遺跡とする。

3 

調査にかかる組織は以下のとおりである。4 
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本書は飯山市教育委員会事務局が取り纏めた。5 



1 針湖池遺跡の概要

1 遺跡の位置と範囲

針湖池遺跡は、 昭和29年刊行の下高井において針尾池の東西に遺跡

地として分布図に登載されており、 古くから認識されていた遺跡であ

る。 その後、 昭和40年代の飯山北等学校地歴部の分布調査によりより

詳細に遺跡の範囲が把握された。 それによれば、 池周辺におよそ三地

点(A-C)に分布が認められ、 A地点は池南岸、 B地点は西北岸、

C地点は北東側の小丘となっている。 最も濃密に分布する地点はC地

点であり、 縄文時代草創期 ・早期、 弥生時代中期 ・後期、 平安時代に

わたって遺物が確認されている。 なお、 湖岸には旧石器時代の石器や

縄文時代前期の遺物も確認されている。

2 調査の概要

飯山市が計画 した長峰運動公園内のイン フォメ ーションセンター 建

設は、 冬季国体に向けての施設建設であり、 多目的グラウンドの建設

も予定されている。 湖岸東側一体はアスパラガス ・ 長芋などの優良股

地となっている。 遺跡は、 当該地区については範囲外となる可能性が 図1 遺跡の位置(1 : 25000) 

あったが、 湖岸のおける遺跡範囲が不明確でさらに広大な面積が工事

対象地域となり、 事前に確認調査を実施して遺跡の有無を明確にする必要が生じた。 ただし、 多目的グラ

ウンド建設地は用地買収中であり、 平成10年度に確認調査を行うこととなった。 そのため、 平成9年度に

おいてはインフォメーションセンター建設地のみ確認調査を行うこととした。



図 2 調査周辺の地形(1: 1 0000) 



\
ーl
μμ
υ//

\

\

V
んIIf

\

「

\

/

グ/

一

~

/幻

//μ/

/

\

/

υク

/

~

/

/

/

ん
/

/
/

1
1

~

/
/

/
人/

'

lIl
\
f
i，
f

/
/。/

\
d//

/
/
 

\

//

/
 

/

fff
i

--
/

/
 

/

ill

/
ん/

"--一一一/

//

/
 

j
tI
II
l
li--/

/

)
 

ー!

iIlF

，r

v‘
‘、

，，，

ハ1
1
1

//
//

J
1
1
バ介
/
，
ノ/

///

///

/.
 

/

/

/

J

 

/
/

刈

グ

/

-

/

、

\

/

e

/

〆

\

，//

//

\、

/9

/

//
、

\

掬

/
/
/

/

\
、

/

レ

l

tt
\\
f
 /
 //
 

39ó刷

392 

1
 

1
 

t
 

/
 
/
 
/
 
〆/
 
/
 
/
 
/
 

25m 
=ゴb 

: 1000) 
調査地全体図

-3-

図3



E 調 査

1 調 査

調査は、 あらかじめ担当の企画課と建設範囲を現地で確認し、 パックホーにより確認することとした。

表土および黒色土は、 標高の高いところで約 20cm、 深いところでは1 mあった。 現状はアスパラガスの畑

であったが、 かつて長芋栽培が行われていたらしく、 幅約15cm のトレンチャーが50cmおきに深耕されてお

り、 対象地の大半が破壊されていた。 かろうじて残されている地区においても明確な遺構は確認されなかっ

たため、 おそろく遺跡の範囲外と考えてきしっかえないと思われる。

2 出土遺物

調査区内で発見された遺物は、 古銭と硯破片である

(図4 )。

末期の鋳造である。 背には波がある。径が27mm。

硯は方形硯 で、 破損している。 時期的な判断はでき
o 2cm 

ないが近世ないしは明治期のものではないかと思われ ! � 「�
る。

以上二点のみの出土であり、 針湖池遺跡として確認

されていた旧石器時代や縄文時代、 弥生 ・平安時代に

かかわる遺物は確認されなかった。 このことから、 当

該地区は針湖池遺跡の範囲外もしくは空白地帯である

と判断される。
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図4 出土遺物
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なお、 近世はあるいは近代に推定される遺物二点は、 外部より畑作肥料に混じって搬入されたとも考え

られるが、 近世においては長峰街道沿いに位置することから、 そうした街道沿いに民家等が存在し ていた

ことも推定される。

いずれにしても、 今後多目的グラウンド建設に際し、 当該調査区の南側一体を確認調査する予定である

ので、 その結果によりより明確になるものと考えられる。

調 査 区(帯状の部分カfトレンチャーによる破壊箇所)

-5-



編集・発行

印 刷

飯山市埋蔵文化財調査報告 第57集

針湖池遺跡
平成10年3月10日発行

長野県飯山市教育委員会

長野県飯山市大字飯山1，110-1

惰)足立印刷所


